pkおとこを倒してファイアースプリングスをのぼりはじめたぼくらは、やがて、行く手
を溶岩の流れに阻まれた。熱い溶岩を歩いて渡るのは、どう考えても無理だ。横を向くと洞
窟があり、その横に、上へと向かうロープが垂れているのが見える。
「洞窟を進めば、溶岩の向こう側に行けそうだな」と、プーの声。
2O9
家の中では、ポーキーのパパとママが怖い顔で待ちかまえていた。
「ネス、うちのガキどもがどえらい迷惑をかけたようだね。2人ともおしおきだ!」
ポーキーのパパはそう宣言すると、ポーキーの首ねっこをつかんで隣の部屋へ。やがてお
しりをビシバシ叩く音が!結局ポーキーは、百たたきを免れることができなかったわけだ
「ふう。手が疲れちまった」ポーキーのパパは、なんとも不機嫌な表情でもどってきた。
「ところでネス、きみの家はいつ立ちのいてくれるのかな。ワシはきみのお父さんにずいぶ
ん、金を貸してるんだけどな……
「ほんと、正直ものが損する世の中だよ。あー、やだやだ」
ポーキーのママが嫌みたつぷりに言う。ぼくはじっと黙っていた。すると……。

